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本書は、造船所のお客様が PrimeShip-GREEN/SRM（以下「GreenSRM」）を初めて利用する際に、迷わ

ず作業を開始できるよう、実際の操作順に沿って、画面キャプチャ付きで手順をまとめたクイックガイドです。本文中

の画面キャプチャでは、操作する箇所を赤枠で強調しています。 

 
図 1 造船所での作業の流れ（全体像） 

【ポイント】 

本書は操作の流れを把握するための資料です。機能の詳細は適宜操作マニュアルをご確認ください。 

本書は、組織登録およびユーザー登録が完了していることを前提としています。未登録の場合は、システム共通

トップ画面の「新規組織登録」からご登録ください。 

0. はじめに ― GreenSRM で行うこと（概要） 

GreenSRM は、新造船の有害物質インベントリ（IHM）作成と、就航後の維持管理に必要な情報を、造船

所、船主、供給者の間で共有・管理するためのシステムです。造船所が船舶と調達品を登録し、供給者から

MD/SDoC を収集し、含有情報を船舶ロケーションへ紐付けることで、IHM 作成に必要な情報を集約します。 
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図 2 組織間の業務フロー（操作マニュアル 1.1 節より） 

造船所での作業は、対象船を登録することから始まります。対象船が決まると、次の操作が同じ船舶情報に紐付

いて進みます。 

 ① 船舶情報の登録（2 章） → ② 調達品の登録と調査依頼（3 章） → ③ MD/SDoC の収集・

代行入力（4 章） → ④ 含有総合判定「有」の MD のロケーション紐付け（5 章） → ⑤ IHM の作

成・NK 審査（6 章） → ⑥ 船主への引渡（7 章） 

【ポイント】 

調達品管理、ロケーション管理、インベントリ管理などの多くの操作は、最初に対象の船舶を指定してから行いま

す。選択中の船舶の情報はメニュー下に表示され、別の船を検索するまで保持されます。 

1. ログイン（実際の操作はここから） 

手順 1 システム共通トップ画面で、登録済みのユーザーID とパスワードを入力し、[ログイン]をクリック

します。 

 
図 3 システム共通トップ画面（ログイン）（赤枠:ユーザーID・パスワード入力欄と[ログイン]ボタン） 
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【ポイント】 

組織登録がお済みでない場合は、この画面の「新規組織登録」からご登録ください。 

ログイン後は、次のメニュー画面から操作します。本書で使用するのは、主に【船舶】【MD/SDoC】【インベントリ】配

下のメニューです。 

 
図 4 ログイン後のトップ画面（メニュー構成）（赤枠:メニューバー） 

 

メニュー 項目 説明 

船舶 船舶情報登録、船舶情報検索、船舶情報コピ

ー、船舶情報引渡 
対象船の登録・検索・コピー、船主へ

の引渡（2 章・7 章） 

船舶共有編集 船舶情報を他組織と共有して編集 

船舶ロケーション情報 区画・部位（ロケーション）の登録

（2.3 節） 

調達品管理 調達品の登録、調査依頼、MD 代

行入力（3 章・4 章） 

MD/SDoC 一括出力実行、MD/SDoC 一括

出力ファイルダウンロード 
収集した MD/SDoC の一括出力 

MD ライブラリ MD ライブラリ検索 供給者が公開している MD の検索・

利用 

宣言書ライブラリ 宣言書ライブラリ 供給者が公開している SDoC（宣言

書）の検索・利用 

MD/SDoC MD 検索、SDoC 登録、SDoC 検索 受領した MD/SDoC の代行登録・

代行入力（4.2 節・4.3 節） 

調査依頼検索 調査依頼の回答状況の確認・取り消

し（3.6 節） 

インベントリ MD ロケーション編集、インベントリ作成、インベン

トリ管理 
IHM の作成・審査申込、MD へのロ

ケーション紐付け（5 章・6 章） 

 廃棄物編集(2 部)(試験運用)、貯蔵物編集

(3 部)(試験運用) 
インベントリ第 2 部（廃棄物）・第 3

部（貯蔵物）の編集（試験運用） 

マスター管理 パスワード変更、ユーザー編集 パスワードやユーザー情報の変更 
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メニュー 項目 説明 

 ユーザー登録、ユーザー検索、ユーザーパスワード

再発行 
組織内ユーザーの登録・検索・パスワ

ード再発行 

組織編集、部課管理設定 自組織の情報および部課の管理 

 

2. 船舶情報を登録する（対象船の準備） 

新造船の場合は、まず[船舶]メニューの[船舶情報登録]から対象船を新規に登録します。すでに登録済みの船

の場合は、[船舶情報検索]で対象船を検索し、該当船を選択してください。なお、新規登録の入力の手間を減ら

すには、2.2 節のコピー機能の利用が便利です。 

2.1 船舶情報の新規登録 

手順 1 メニューの[船舶]→[船舶情報登録]をクリックします。 

 
図 5 メニュー操作（[船舶]→[船舶情報登録]）（赤枠:[船舶情報登録]） 

手順 2 船舶情報登録画面が表示されるので、登録する船の情報を入力します。 
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図 6 船舶情報登録画面 

手順 3 必須項目を入力し、[登録]をクリックします。 

 
図 7 船舶情報の入力（赤枠:[登録]ボタン、EU シップリサイクル規則対応） 

【ポイント】 

GreenSRM 上で「EU シップリサイクル規則(EU 籍船)対応」欄にチェックを入れ、PFOS 及び HBCDD を調査

対象としておくと、建造途中又は引渡し後に EU 籍へ変更する場合や、EU-SRR 第 5 条相当の要件を独自

に適用する旗国へ変更する場合などに、追加調査の負担を軽減できる可能性があります。将来の旗国変更等

が見込まれる場合には、上記の設定を推奨します。 

手順 4 [船舶]→[船舶情報検索]を開き、「船番」に登録した船番を入力して[検索]をクリックし、登録

した船が一覧に表示されることを確認します。条件を入れずに検索すると、既定では 10 件ずつ・船番順

の表示になるため、登録済みの船が多い場合は 1 ページ目に出てきません。「表示件数」を 100 に変え

るか、ページを送って確認することもできます。 
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図 8 メニュー操作（[船舶]→[船舶情報検索]）（赤枠:[船舶情報検索]） 

 
図 9 船舶情報検索画面での登録確認（赤枠:登録した船の行） 

2.2 船舶情報のコピー（同型船・標準船の再利用） 

船舶情報は一から入力できますが、同型船や標準船を利用できる場合は「船舶情報コピー」を使うと、入力作業

を短縮できます。 

手順 1 船舶情報検索で、コピー元にしたい船の「選択」ラジオボタンにチェックを入れます。一覧の上部

のメニューが有効になるので、[船舶情報コピー]をクリックします。 
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図 10 船舶情報検索画面（コピー元の選択と[船舶情報コピー]ボタン）（赤枠:選択ラジオボタン、[船舶情報コピー]ボタン） 

手順 2 船舶情報コピー画面で、コピー元情報を確認し、コピー先情報を入力します。[船舶ロケーション

情報のみコピー]／[船舶ロケーション・調達品コピー]／[全データコピー]のいずれかを選択してクリックし

ます。 

 
図 11 船舶情報コピー画面（赤枠:コピー実行ボタン） 

手順 3 コピーに成功すると、船舶情報検索の画面に戻り、画面上部に「コピーしました。」と表示されま

す。なお、このとき画面上部の「選択中:」欄はコピー元の船のままです。コピー先の船で作業を続ける場

合は、手順 4 で検索して選択し直してください。 
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図 12 コピー完了の表示（赤枠:完了メッセージ） 

手順 4 船舶情報検索で「船番」にコピー先の船番を入力して[検索]を行い、コピー先の船が登録され

ていることを確認します（2.1 節の手順 4 と同じ理由で、条件を入れない検索では 1 ページ目に出てこ

ないことがあります）。 

 
図 13 船舶情報検索画面でのコピー先の確認（赤枠:コピー先の船の行） 

【ポイント】 

デフォルトで登録されている Ship Models（標準船）を使う場合は、建造造船所に Ship Models を指定

し、該当する船型をコピーします。 

2.3 船舶ロケーション情報の登録 

新規船では、船舶ロケーション情報（区画・部位のリスト）を登録します。含有判定「有」の MD は、すべてここで

登録したロケーションのいずれかに紐付けられることになります。ここまでで船舶情報の初期登録は完了です。 

手順 1 メニューの[船舶]→[船舶情報検索]で船舶情報検索画面を開きます。 
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図 14 メニュー操作（[船舶]→[船舶情報検索]）（赤枠:[船舶情報検索]） 

手順 2 対象船の「選択」ラジオボタンにチェックを入れ、有効になったメニューの[船舶ロケーション情報]

をクリックします。 

 
図 15 船舶情報検索画面（[船舶ロケーション情報]ボタン）（赤枠:選択ラジオボタン、[船舶ロケーション情報]ボタン） 

■ 手動で入力する場合 

手順 3 船舶ロケーション情報画面が開くので、左側のツリーで登録したい階層（区画・部位）を選択

します。 

手順 4 右側の「新規ロケーション名」にロケーション名を入力し、[追加]をクリックします。追加したロケ

ーションは左側のツリーに反映されます。登録が必要なロケーションの数だけ、この操作を繰り返します。 
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図 16 船舶ロケーション情報画面（手動入力）（赤枠:新規ロケーション名入力欄と[追加]ボタン） 

手順 5 すべてのロケーションを追加したら、画面下部の[登録]をクリックします。画面上部に「更新しま

した。」と表示され、保存されます。[登録]をクリックすると船舶ロケーション情報画面から船舶情報検索

画面に戻ります。続けてロケーションを編集する場合や手順 6 に進む場合は、対象船を選択して[船舶ロ

ケーション情報]から入り直してください。[登録]を押さずに画面を移動すると、追加したロケーションは保

存されません。 

■ CSV ファイルで一括登録する場合 

手順 6 [CSV 一括登録]をクリックします。なお、ロケーションに紐づいた調達品がある場合、[CSV 一

括登録]ボタンは画面に表示されません。また、CSV 一括登録はその船に登録済みのロケーションをすべ

て CSV の内容で置き換えます。手動で追加したロケーションも消えるため、追加ではなく作り直しになる

点にご注意ください（3.3 節の調達品の一括登録は既存データに追加される仕様で、挙動が異なりま

す）。 

 
図 17 船舶ロケーション情報画面（[CSV 一括登録]ボタン）（赤枠:[CSV 一括登録]ボタン） 

手順 7 船舶ロケーション一括登録画面が開くので、[船舶ロケーションリスト入力シート]をクリックしま

す。アップロード用の CSV ファイルを作成するための Excel ファイルがダウンロードされます。 
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図 18 船舶ロケーション一括登録画面（赤枠:[船舶ロケーションリスト入力シート]） 

手順 8 ダウンロードした Excel ファイルにロケーション情報を入力し、[Output to CSV File]をクリッ

クして CSV ファイルを作成します。 

 
図 19 ロケーションリスト入力シートへの入力と[Output to CSV File]（赤枠:[Output to CSV File]ボタン） 

手順 9 [ファイル選択]をクリックして作成した CSV ファイルを選択し、[アップロード]をクリックします。こ

の画面に[登録]ボタンはなく、アップロードで登録まで完了します。登録に成功すると船舶ロケーション情

報画面に戻り、画面上部に「登録しました。」と表示されるので、左側のツリーに登録したロケーションが反

映されていることを確認します。CSV の内容に不備がある場合は一括登録画面に留まり、「上位の階層

情報がありません。上位の階層情報を先に追加してください。 (1 行目)」のように行番号付きのエラーが

表示されます。ロケーションは上位の階層から順に行を作成してください。 

3. 調達品を登録し、調査依頼を送る 

GreenSRM では、船に搭載する機器・材料・塗料などを「調達品」として船舶ごとに登録し、調達品ごとに、その

供給者へ MD/SDoC の提出を依頼します（調査依頼）。調査依頼を受けた供給者は、システム上で

MD/SDoC を登録して回答します。本章では、調達品の登録（件数が少ない場合の手動登録は 3.2 節、件数

が多い場合の一括登録は 3.3 節）と、調査依頼の送付（3.4 節）、依頼後の変更・確認（3.5 節・3.6
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節）の手順を説明します。 

3.1 調達品管理を開く 

手順 1 [船舶]→[船舶情報検索]を開き、[検索]をクリックして一覧を表示します。対象の船を選択し

た状態で[調達品管理]をクリックします。 

 
図 20 船舶情報検索画面に戻る（赤枠:[船舶情報検索]） 

 
図 21 対象船の選択と[調達品管理]ボタン（赤枠:選択ラジオボタン、[調達品管理]ボタン） 

調達品管理画面が表示されます。検索、登録、一括登録、調査依頼などの起点になります。 
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図 22 調達品管理画面 

3.2 調達品の手動登録（件数が少ない場合） 

手順 1 画面下部の[登録]ボタンをクリックします。 

 
図 23 調達品管理画面（[登録]ボタン）（赤枠:[登録]ボタン） 

手順 2 調達品登録画面が表示されるので、情報を入力して[登録]をクリックします。 
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図 24 調達品登録画面（赤枠:[登録]ボタン） 

手順 3 登録に成功すると「登録しました」と表示されます。他に登録する調達品がある場合は、同様の

操作で追加していきます。 

 
図 25 調達品登録完了の表示（赤枠:完了メッセージ） 

手順 4 入力が終わったら[管理画面に戻る]をクリックして調達品管理画面に戻ります。 
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図 26 調達品登録画面（赤枠:[管理画面に戻る]ボタン） 

手順 5 調達品管理画面で[検索]をクリックし、登録した調達品が一覧に表示されることを確認します。 

 
図 27 登録した調達品の確認（赤枠:登録された調達品の行） 

3.3 調達品の一括登録（件数が多い場合） 

手順 1 画面下部の[一括登録]をクリックします。 
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図 28 調達品管理画面（[一括登録]ボタン）（赤枠:[一括登録]ボタン） 

手順 2 調達品一括登録画面で「入力シート言語」に「日本語」を選び（必須項目です。既定は「日本

語」）、[調達品リスト入力シート]をクリックすると、一括登録用の CSV ファイルを作成する Excel ファ

イルがダウンロードできます。ダウンロードした Excel ファイルに情報を入力し、[CSV ファイル出力]をク

リックして CSV ファイルを作成します。 

 
図 29 調達品一括登録画面（赤枠:[CSV ファイル出力]ボタン、入力シート） 

手順 3 [ファイルの選択]で作成した CSV ファイルを選択し、[アップロード]をクリックすると一括登録さ

れます。 

手順 4 手動登録の場合と同様に、調達品管理画面で[検索]をクリックし、一括登録した調達品が一

覧に表示されることを確認します（3.2 節の手順 5 参照）。 

【注意】 

アップロード時は既存データとの重複チェックが行われず、そのまま追加されます。二重登録にご注意ください。 

同じ品名でも入手経路が異なる場合は、後の追跡を容易にするため、別調達品として入力してください。 

CSV ファイルのフォーマットの詳細は、操作マニュアル 3.6 節を参照してください。 
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アップロードできるのは最新の入力シートから出力した CSV のみです。古い入力シートを使い回すと取り込めな

いため、一括登録のたびに[調達品リスト入力シート]をダウンロードし直してください（2.3 節の船舶ロケーション

一括登録も同様です）。 

3.4 対象品を選び、調査依頼を送付する 

手順 1 メニューの[船舶]→[調達品管理]で調達品管理画面を開き、条件を入力せずに[検索]をクリ

ックすると、登録した調達品の一覧が表示されます。 

 
図 30 メニュー操作（[調達品管理]）（赤枠:[調達品管理]） 

手順 2 調査依頼を送付したい調達品にチェックを入れ、一覧の上部で有効になった[調査依頼]をクリ

ックします。 

 
図 31 調達品の選択と[調査依頼]ボタン（赤枠:調達品のチェックボックス、[調査依頼]ボタン） 

【ポイント】 

依頼先が同じ場合には、複数の調達品を選択して、まとめて依頼を送ることができます。 

手順 3 調査依頼実施画面が開きます。依頼先コードまたは依頼先名の拡大鏡アイコン（虫眼鏡マー

ク）をクリックすると、組織検索（供給者）の画面が開きます。 
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図 32 調査依頼実施画面（赤枠:依頼先コード・依頼先名の拡大鏡アイコン） 

 
図 33 組織検索（供給者）画面の表示（赤枠:組織検索（供給者）画面） 

手順 4 条件を入力せずに[検索]をクリックすると、登録された供給者の一覧が表示されます。調査依

頼を送付する供給者の「選択」ラジオボタンにチェックを入れ、[選択]ボタンをクリックします。 
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図 34 組織検索（供給者）画面（赤枠:[検索]ボタン、選択ラジオボタン、[選択]ボタン） 

手順 5 調査依頼実施画面に戻り、依頼先が入力されていることを確認します。必要に応じて「回答期

限日」と「依頼先へのコメント」を入力し、右下の[依頼]ボタンをクリックします。供給者が本システムに未

加入で組織検索に表示されない場合は、画面中ほどの「未加入供給者への登録および調査回答依頼」

欄にある「依頼先 E-Mail」「依頼先 E-mail 言語指定」「依頼先 E-Mail（確認用）」に依頼先のアド

レスを入力します。 

 
図 35 依頼先の確認と[依頼]ボタン（赤枠:依頼先へのコメント欄、[依頼]ボタン） 

手順 6 「依頼を送信します。よろしいですか?」という確認画面が上部に開くので、問題なければ[OK]

をクリックします。 
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図 36 依頼送信の確認画面（赤枠:[OK]ボタン） 

手順 7 調達品管理画面に戻ります。画面下部の調達品の一覧で、対象の調達品に「調査依頼番号」

が採番され、「調査方法」が「調査依頼」に変わり、「供給者名」と「依頼日」が入っていることを確認しま

す。「ステータス」列は調達品を登録した時点から「調査中」と表示されるため、依頼を送信したことの確認

には使えません（この列は有害物質情報が揃うと「調査完了」に変わります）。 

 
図 37 ステータス「調査中」の確認（赤枠:ステータス「調査中」） 

【ポイント】 

供給者が本システムに未加入の場合は、調査依頼実施画面の「未加入供給者への登録および調査回答依

頼」欄に依頼先 E-Mail アドレスを入力すると、システムから登録案内のメールが送付されます。この欄は、依頼

先コード・依頼先名の拡大鏡アイコンで探しても供給者が見つからない場合にのみ使用してください。アドレスの

誤りや受信側の設定によりメールが届かないことがあるため、依頼後に電話やメールで着信を確認することが推

奨されています。 

3.5 調査依頼の変更・再調査 

手順 1 ステータスが「調査中」の場合には、同じ調達品に対して調査依頼を出し直すことができます。こ
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の操作は既存の依頼を書き換えるのではなく、新しい調査依頼番号で依頼をやり直すものです。前回入

力した「回答期限日」と「依頼先へのコメント」は引き継がれないため、必要な内容は再度入力してくださ

い（旧い依頼は失効し、調査依頼検索の「調査依頼中」には表示されなくなります）。調達品管理画面

で、ステータスに「調査中」を入れて[検索]をクリックし、対象の調達品にチェックを入れて[調査依頼]を

クリックします。調査依頼実施画面が開くので、内容を入力して[依頼]をクリックします。 

 
図 38 調査依頼の修正（赤枠:[依頼]ボタン） 

手順 2 依頼送信の確認画面が開くので[OK]をクリックします。 

 
図 39 依頼送信の確認画面（赤枠:[OK]ボタン） 

【ポイント】 

再調査を行う場合は、調査依頼済みかつステータス未完の条件で対象を絞り込み、「依頼先へのコメント」欄に

再調査理由を記録してください。 

3.6 回答状況の確認 

調査依頼検索では、供給者が回答したかどうかを確認できます。未回答の抽出、催促、再調査の判断はこの画

面を起点にすると効率的です。この画面はメニューの[MD/SDoC]→[調査依頼検索]から開きます（対象船をあ
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らかじめ選択しておく必要はありません）。 

手順 1 「調査依頼ステータス」で「調査依頼中」を選択して[検索]をクリックすると、未回答の調査依頼

を確認できます。 

 
図 40 調査依頼の回答状況の確認（赤枠:ステータス選択欄、[検索]ボタン） 

4. MD/SDoC を収集する（供給者回答の確認と代行入力） 

4.1 基本は供給者がシステム上で回答します 

造船所が送信した調査依頼に対しては、供給者がシステム上で MD と SDoC を登録して回答するのが基本の流

れです。回答された MD は該当する調達品に紐付いた状態で造船所側から参照できるため、造船所での入力作

業は不要です。回答状況は 3.6 節の[調査依頼検索]で確認してください。 

供給者がシステム上で回答できない場合は、造船所が代行入力することができます（4.2 節・4.3 節）。 

4.2 SDoC の代行登録 

造船所による代行入力は、供給者が GreenSRM に加入していない場合や、供給者がシステムでの回答を行え

ない場合に、供給者からメールや紙などで受領した MD/SDoC を、造船所が供給者に代わって登録するもので

す。供給者がシステム上で回答した調達品については、代行入力は不要です。 

MD の登録時には、その MD に対応する SDoC ID No.を指定して SDoC を紐付ける必要があり、SDoC が未

登録のままでは MD の登録を完了できません。このため、先に受領した SDoC を本節の手順で登録してから、MD

を登録（4.3 節）します。 

手順 1 メニューの[MD/SDoC]→[SDoC 登録]を選択します。 
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図 41 メニュー操作（[MD/SDoC]→[SDoC 登録]）（赤枠:[SDoC 登録]） 

手順 2 SDoC 登録画面が開きます。先に受領した SDoC のファイルを選択し、そのうえで必要情報を

入力して[登録]をクリックします。ファイルを選択すると SDoC ID No.欄がそのファイル名（拡張子を

除く）で上書きされるため、必ずファイルを先に選んでください。 

 
図 42 SDoC 登録画面（赤枠:[ファイルの選択]、[登録]ボタン） 

【注意】 

アップロードできる SDoC の PDF ファイルの上限は 5MB です。 

必須項目は「ファイル」「SDoC ID No.」「供給者名」「宣言対象」「会社方針文書確認フラグ」「発行日」の 6

つです。「会社方針文書確認フラグ」はチェックボックスで、チェックを入れないと登録できません。 

手順 3 登録に成功すると「登録しました」と表示されます。 
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図 43 SDoC 登録完了の表示（赤枠:完了メッセージ） 

手順 4 メニューの[MD/SDoC]→[SDoC 検索]で SDoC 検索画面を開き、[検索]をクリックして登

録されたことを確認します。 

 
図 44 SDoC 検索画面（赤枠:[検索]ボタン、詳細） 

手順 5 [詳細]をクリックすると、SDoC 更新・削除画面が開き、SDoC の内容を確認することができま

す。 

 
図 45 SDoC 更新・削除画面 
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4.3 MD の代行入力 

手順 1 メニューの[船舶]→[調達品管理]で調達品管理画面を開きます。 

 
図 46 メニュー操作（[調達品管理]）（赤枠:[調達品管理]） 

手順 2 [検索]をクリックして調達品の一覧を表示し、MD を代行入力する調達品の詳細（鉛筆マー

ク）をクリックします。 

 
図 47 調達品の詳細（鉛筆マーク）（赤枠:詳細（鉛筆マーク）） 

手順 3 調達品編集画面が表示されるので、画面上部の[MD 代行入力]を選択します。 
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図 48 調達品編集画面（[MD 代行入力]）（赤枠:[MD 代行入力]） 

手順 4 MD 登録画面が開くので、受領した MD に従って情報を入力します。特に、有害物質ごとの

「含有判定」（プルダウンで Yes ／ No を選択します。日本語画面でも選択肢は英語表記です）と、

含有「有」の場合の質量・単位は、受領した MD の記載どおり正確に入力してください。閾値以上の含

有物質が 1 つでもあると、その MD の含有総合判定は「有」となり、ロケーションの紐付け（5 章）が必

要になります。 

 
図 49 MD 情報に基づく入力（前半） 
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図 50 MD 情報に基づく入力（後半） 

【ポイント】 

所定 Excel ファイルや、供給者が公開している MD ライブラリを利用できる場合は、手入力よりもそれらを優先

すると、入力ミスと作業時間を減らせます。いずれも調達品編集画面の[MD 代行入力(Excel)]・[MD ライブ

ラリ]から利用します（手順 3 の[MD 代行入力]の隣に並んでいます）。なお、MD を登録済みの調達品では

[MD ライブラリ]は表示されません。 

手順 5 入力が終わったら、画面下部の[チェック]ボタンを押します。 

 
図 51 MD 登録画面の下部（[チェック]ボタン）（赤枠:[チェック]ボタン） 

手順 6 入力情報に問題がなければ、チェックが完了したことが画面上部に表示されます。入力に問題

がある場合はエラーメッセージが表示されるので、メッセージに従って修正し、再度[チェック]を実施してく

ださい。 
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図 52 チェック完了の表示（赤枠:チェック完了メッセージ） 

手順 7 画面下部の[登録]ボタンを押して MD を登録します。これにより、調達品編集画面の MD 一

覧に MD が追加されます。ただしこの時点では未確定で、手順 9 の[更新]を押して初めて確定します。 

 
図 53 MD 登録画面の下部（[登録]ボタン）（赤枠:[登録]ボタン） 

手順 8 調達品編集画面が開くので、MD 一覧に MD が登録されていることを確認します。 
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図 54 調達品編集画面（全体）（赤枠:MD 一覧に登録された MD の行） 

手順 9 画面下部の[更新]をクリックします。「更新しました。」と表示され、MD が確定します。[更新]

を押さずに画面を離れると、登録した MD は破棄されます。 

5. 含有総合判定「有」となった調達品にロケーション情報を紐付ける 

有害物質を閾値以上に含む（含有総合判定「有」となった）MD を持つ調達品には、2.3 節で登録した船舶ロ

ケーションを紐付けます。 

手順 1 MD ロケーション編集画面を開きます。調達品編集画面の MD 一覧で対象の MD を選択して

[MD ロケーション編集]をクリックするほか、メニューの[インベントリ]→[MD ロケーション編集]、または

船舶情報検索で対象船を選択して[MD ロケーション編集]をクリックしても開けます。 

 
図 55 MD の選択と[MD ロケーション編集]ボタン（赤枠:選択チェック、[MD ロケーション編集]ボタン） 

手順 2 ロケーション設定で「未設定」を選び、「含有総合判定」にチェックが入っていることを確認して

[検索]をクリックすると、有害物質を閾値以上に含み（含有総合判定「有」）、ロケーション情報が紐付

いていない MD の一覧が表示されます。「含有総合判定」は「有」「無」を選ぶ欄ではなくチェックボックス

で、チェックを入れると含有総合判定「有」の MD だけに絞り込まれます（既定でチェック済み）。ロケー
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ション情報を紐付ける MD の詳細をクリックします。 

 
図 56 MD ロケーション編集画面（未設定の MD の検索）（赤枠:検索条件（未設定・含有総合判定）と[検索]ボタン、詳

細） 

手順 3 MD 情報・ロケーション編集の画面が開くので、ロケーション編集の[行追加]をクリックします。 

 
図 57 MD 情報・ロケーション編集画面（[行追加]ボタン）（赤枠:[行追加]ボタン） 

手順 4 ロケーション追加の画面が開きます。ロケーションをクリックして選択ロケーションを入力し、使用

数量、使用単位、備考を入力したら[追加]をクリックします。入力欄の名称は「使用数量(*)」「使用単

位(*)」で、同じ画面の上部に表示される MD の「数量」「単位」（納品量）とは別の項目です。「備考」

欄には半角英数字・半角記号のみ入力できます（日本語は入力できません）。この入力により、その調

達品がどのロケーションにいくつ設置されているかという位置情報が MD に紐付けられます。 
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図 58 ロケーション追加画面（赤枠:ロケーションの選択、[追加]ボタン） 

手順 5 MD 情報・ロケーション編集に戻るので、[行追加]ボタンの下にロケーション情報が追加されて

いることを確認します。同じ調達品が他の場所でも使用されている場合には、再度[行追加]を行い、ロケ

ーション情報を追加していきます。すべてのロケーション情報を追加したら[更新]をクリックします。 

 
図 59 ロケーション情報の追加確認と[更新]ボタン（赤枠:追加されたロケーション情報、[更新]ボタン） 

手順 6 MD ロケーション編集画面に移動し、ロケーション設定を「設定済」にして[検索]ボタンを押しま

す。ロケーション情報が設定された調達品が表示されるので、登録したものがあることを確認します。 
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図 60 設定済ロケーションの確認（赤枠:ロケーション設定「設定済」、[検索]ボタン） 

【注意】 

含有判定「有」の MD にロケーションが紐付いていないケースが散見されます。IHM 作成前に、ロケーションが未

設定の MD が残っていないか必ず確認してください。 

6. IHM の作成・提出と NK の審査・承認 

6.1 インベントリ（IHM）を作成する 

手順 1 船舶情報検索から対象船を選び、[インベントリ作成]をクリックします。 

 
図 61 [インベントリ作成]ボタン（赤枠:[インベントリ作成]） 

手順 2 インベントリ作成の画面が開きます。船舶情報を確認したうえで[インベントリ作成]をクリックし

ます。改訂履歴（バージョン（半角数字）・改訂内容・改定日・備考を入力して[追加]）は就航後の

改訂管理を想定した欄で、新造時の初回作成では入力しなくてもインベントリを作成できます。 
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図 62 インベントリ作成画面（赤枠:改訂履歴の入力欄、[インベントリ作成]ボタン） 

手順 3 インベントリの作成が開始されるので、「インベントリを作成しました」と表示されるまで待ちます。

表示されたら[インベントリ管理]をクリックします。 

 
図 63 インベントリ作成完了の表示（赤枠:作成完了メッセージ、[インベントリ管理]ボタン） 

6.2 作成した IHM の内容を確認する 

手順 1 インベントリ管理画面が開くので[検索]をクリックします。画面下部に作成したインベントリが表

示されます。ダウンロード（クリップマーク）をクリックすると、インベントリ、参考インベントリ、MD 入手品

リスト、MD 未入手品リストがダウンロードできるので、内容を確認します。 
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図 64 インベントリ管理画面（ダウンロード）（赤枠:ダウンロード（クリップマーク）） 

ダウンロードできる資料の例は次のとおりです。 

 
図 65 インベントリ（Excel ファイル） 

 
図 66 MD Collected List（PDF ファイル） 
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図 67 MD Uncollected List（PDF ファイル） 

6.3 NK へ審査申込を行う 

手順 1 内容を確認して問題がなければ、詳細（鉛筆マーク）をクリックします。 

 
図 68 インベントリ管理画面（詳細）（赤枠:詳細（鉛筆マーク）） 

手順 2 インベントリ審査申込コメント入力画面が開きます。必要に応じてコメントおよび添付ファイルの

登録を行い、画面下部の船舶情報にある審査申込先船級（NK のみ）で NK を選択して、[審査デー

タ提出]をクリックします。 
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図 69 インベントリ審査申込コメント入力画面（赤枠:審査申込先船級、[審査データ提出]ボタン） 

手順 3 インベントリ管理画面が表示されます。「審査申込が完了しました。」と表示され、画面下部の承

認ステータスが「申請中」となっていれば、NK に提出されています。 

 
図 70 審査申込完了とステータス「申請中」の確認（赤枠:完了メッセージ、承認ステータス「申請中」） 

6.4 NK の審査を受け、承認を確認する 

NK の審査は、①プレの図面審査（提出した IHM の審査）→ ②IHM 初回検査（検査員による船上検査）

→ ③最終の図面審査（船上検査の結果を反映した IHM の審査）→ ④証書発行、の順に進みます。 

6.3 節の操作で、①プレの図面審査への IHM の提出が完了しています。審査員が IHM を確認し、指摘がある

場合はメールでコメントが届きます。指摘に対応した修正を実施し、GreenSRM 上で IHM を再提出してくださ

い。 
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【注意】 

指摘を反映した IHM を再提出するときは、先に以前に提出した IHM の審査申込をキャンセルし、修正後の

IHM を新しい IHM として提出し直してください。キャンセルは、[インベントリ管理]画面で承認ステータスが「申

請中」のインベントリの詳細（鉛筆マーク）をクリックすると開く「インベントリ審査申込キャンセルコメント入力」画

面で、必要に応じてコメントを入力して[キャンセル]をクリックします。キャンセルすると承認ステータスは「キャンセ

ル」に変わります（「申請前キャンセル」ではありません）。 

すべての IHM 審査が完了すると、GreenSRM 上の IHM の承認ステータスが「承認済」に変更されます。[インベ

ントリ管理]画面の承認ステータスが「承認済」になっていることを確認してください。 

7. 船主への引渡 

7.1 船舶情報の引渡 

手順 1 メニューの[船舶]→[船舶情報引渡]をクリックします。船舶情報引渡用の船舶情報検索画面

が開くので、対象船を検索して「選択」ラジオボタンにチェックを入れ、[船舶情報引渡]ボタンをクリックし

ます。あらかじめ[船舶情報検索]で船を選択していても、このメニューを選ぶと「選択中:」欄がクリアさ

れるため、この画面で選択し直してください。 

 
図 71 メニュー操作（[船舶情報引渡]）（赤枠:[船舶情報引渡]） 

手順 2 船舶情報引渡画面が開くので、新オーナー組織コード（必須）を入力し、必要に応じてコメン

トを入力して[引渡]ボタンをクリックします。新オーナー組織コードはこの画面で検索できないため、引渡

先の船主組織にあらかじめ組織コードを確認しておいてください（船主は GreenSRM にログインし、

[マスター管理]→[組織編集]で自組織の組織コードを確認できます）。誤ったコードを入力すると「その

新オーナー組織コードは指定できません。」と表示され、引渡は実行されません。 
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図 72 船舶情報引渡画面（赤枠:新オーナー組織コード入力欄、[引渡]ボタン） 

【ポイント】 

船舶データの所有者は、建造中は造船所、引渡後は船主となります。引渡により、維持管理の基礎データが船

主へ引き継がれます。引渡は、6.4 節の IHM の承認と証書発行が完了した後、実船の引渡しに合わせて行

います。引渡を行った船は、船舶情報検索の一覧に既定では表示されなくなります。引渡後に参照したい場合

は、検索条件の「引渡/売船済船舶を含む」にチェックを入れて検索してください。 

参考資料:PrimeShip-GREEN/SRM 操作マニュアル（最新版は https://www.psgreensrm.com にて公

開） 

以上 


